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1.概要  

宇宙にある様々な形態をした銀河がどのように進

化してきたか、様々な仮説が立てられ研究されてい

る。私たちはそれらを調べてまとめ、「大質量銀河

は、激しい星形成で早期に楕円銀河になる。小質量

銀河は、緩やかな星形成で渦巻銀河になり、ガスが

はぎ取られるとレンズ状銀河に、同規模の銀河同士

が衝突すると激しい星形成を起こす相互作用銀河を

経て楕円銀河になる。」という仮説を立てた。この

仮説を検証するために、タイプの違う４つの銀河を

構成する星と水素ガスの分布を調べて考察した。 
 

2.観測 

観測場所：東京大学木曽観測所(長野県) 

観測装置：105cmシュミット望遠鏡KWFC 

フィルター：rフィルター(615.0nm), 

N6590フィルター(666.1nm)  

観測日時：2017/3/28 20:15~21:15 

観測対象：M86,M101,M104,NGC4038 
 

3.方法 

（1)各銀河の画像に一次処理、距離補正をする。 

（2)rフィルターとN6590フィルターの画像から星の

光のみ、水素ガスの光のみの2画像を作る。 

（3)星の光から水素ガスの光を割った画像を作る。 

（4)画像上の銀河の直径と望遠鏡の視野角、銀河ま

での距離から求めた銀河直径を、小質量銀河で

ある銀河系の直径と比べて、銀河のおおよその

質量を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

4.結果 

星と水素ガスの分布の割合がわかる図1,2,3,4(右)

を作った。この画像では、銀河内の白いところほど

星の割合が大きくて、黒いところほど水素ガスの割

合が大きく活発な星形成が起こっている。図中の↑

が示す最も星形成をしている場所を比べると、星形

成率の大きいものからNGC4038,M101,M86の順だと

わかった。また、Ｍ86・Ｍ101・NGC4038は小質量

銀河で、M104は文献から、大質量銀河であることと

「大質量楕円銀河にガスが供給されて星形成を再開

した銀河」という説[1]があることがわかった。 
 

5.考察 

M86・M101・NGC4038は小質量銀河であるため

進化過程が同系統だと考えられる。星形成率と、作

成した画像の水素ガスと星の分布から、小質量銀河

は、M101のような渦巻銀河から、ガスがはぎ取られ

るとM86のような星形成の少ないレンズ状銀河にな

り、同規模の銀河同士で衝突するとNGC4038のよう

な激しい星形成をする相互作用銀河になった後、楕

円銀河になると推測できて、立てた仮説と同じにな

った。大質量銀河のM104は、中心の星形成率が大き

い反面、そのまわりではほとんど星形成が起こって

いない。このことから、楕円銀河にガスが供給され

て内部で激しい星形成が起こっていると推測できる

ので、前述した説[1]に沿う考察結果になった。 

よって、銀河の進化において、小質量銀河は渦巻銀

河になり、衝突すると楕円銀河に、ガスをはぎ取ら

れるとレンズ状銀河になると考えられる。大質量銀

河は楕円銀河になった後、M104のようにガスを取り

込み星形成を再開するものもあると考えられる。 

今後は、質量を正確に求めて銀河進化と質量の関係 

の理解をより深めるとともに、他の銀河にも共通す

るのか検証していきたい。 
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※ 左：rフィルター画像  

右：(3)で作った画像（↑：最も星形成をしている場所） 

図3 M86(レンズ状銀河)※      図4 M104※ 

図1 M101(渦巻銀河)※   図2 NGC4038(相互作用銀河)※ 


